
石盤と石筆 現代の品物に喩えれば､ホ

ワイトボードとマーカーペン？ノートと鉛筆

が一般的になるまで使われていた筆記用具で

す｡粘板岩の薄い板(スレート)を木枠にはめ､ 兵衛＝明治10年(1877)

細く削った蝋石[ロウセキ]や滑石[カッセキ]で文字 第一回内国勧業博覧会に

や絵･図を書(描)きます｡布きれ等でふけば消 出品された錦絵の揃い

えるので､繰り返し使うことができました｡児 物]には､備前岡山石筆製

童用のミニ黒板といったところです｡ (の)図が描かれています｡

欠点は､使ったその時一度限りしか見られ 学校もＩＴ化が進み､

ないこと｡しかし､墨と筆とは違い､かいては 今やタブレットとタッチ

消せるこの道具は､学習用具として奨励され ペンの時代｡かいたもの

広く使われました｡学制発布当初は､欧米から も電子データとして残しておけるようになりました｡

の輸入品でしたが､石筆はすぐに国内でも生 学制が発布されて151年強｡石盤からタブレットに｡

産されるようになったようで､『大日本物産 さて､将来､新たにどんな学習用具が登場して来るの

図絵』[絵;歌川広重 版元;錦榮堂萬屋大倉孫 でしょう｡

桐生の教育史をたどる
【学制その12】

第20号でふれた｢小学教則｣に基づいて､どの

ような授業が行われていたのでしょうか｡残念

ながら具体的な実例がのこされていないので､

よく分かりませんが､群馬県が明治10年９月に

編成した｢小学校授業法｣から､おおよその様子

を推測できます｡

右に内容を幾つか紹介します｡これによれば､

教師は教鞭を用い､掛図や教科書で教えたこと

を生徒に反復暗唱させて覚えさせるということ

が一般的でした｡筆記用具は､石盤と石筆[下記を

参照]､授業は一斉教授が中心で､覚えたことを教

師と生徒が問答によって確かめるという方法だ

ったことが読み取れます｡

ところで､童謡『雀の学校』(作詞:清水かつら･

作曲:弘田龍太郎)に登場する先生は｢鞭をふりふ

りチイパッパ｣とあります｡この歌は､大正時代

に作られたものですが､今でもときどき使われ

る｢教鞭を執る｣は､第２次大戦後､占領下で新し

い教育制度が始まるまで､明治時代から長く続

いてきた教授法の名残であるということが分か

る表現です｡<学制その13へ続く>

☆参考『桐生市教育史(上巻)』『群馬県教育史(第一巻)』

『学制百年史;文部省(昭和47年刊)』
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